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江府町の人口

（10月31日現在）

世帯数1222世帯
人　口　げ65人
前月比＋　2
（男）　2朗5
（女）　2，470
出　生　　1
（男）　　0
（女）　　1
転　入　10
（男）　　2
（女）　　　8
転　出　　3
（男）　　2
（女）　　1
死　亡　　6
（男）　　2

第
5
回

ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大
会

快
晴
の
東
京
代
々
木
公
園
に

4

0
万
の
人
の
波

農
村
に
揺
す
る
機
会
の
少
な
い
都
市
の
人
た

ち
に
、
農
業
・
農
村
と
国
民
生
活
と
の
か
か
わ

り
あ
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
都
市
と
農
村

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、

第
五
回
「
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大
会
」
が
十
月

二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日
間
、
東
京
代
々
木

公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
農
林
水
産
省
・
東
京
都
の
後

援
に
よ
り
、
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
推
進
委
員
会

が
主
催
し
、
賛
同
す
る
市
町
村
が
共
同
で
実
行

す
る
も
の
で
、
今
年
は
全
国
か
ら
」
八
十
」
ハ
市
町

村
が
参
加
、
十
団
体
、
七
企
業
が
出
展
い
た
し

ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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報　－昭和63年11月30日発行－（2）T

（
前
ペ
上
ン
よ
り
）

で
　
㍉
㍉
∵
㍉
工

江第220号

貝
光
次
理
事
長
の
開
会
宣
言
で
始

ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
松
山

光
治
構
造
改
善
局
長
、
安
橋
隆
雄

農
政
部
長
、
本
田
浩
次
構
造
改
善

事
業
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
本
大

会
主
催
者
を
代
表
し
て
、
ま
ち
と

む
ら
の
交
流
促
進
委
員
会
会
長
の

井
上
町
長
が
あ
い
さ
つ
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
を
っ
て
開
会
、
二
日

間
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
催
し
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
農
業
教
室
が
行
を
わ

れ
、
会
場
近
く
の
神
宮
前
小
学
校

の
児
童
が
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
み
る
農
業
機
械
に
目
を

白
黒
さ
せ
、
ま
た
米
の
出
来
る
過

程
を
実
際
に
本
物
を
使
っ
て
学
習
、

都
会
で
は
経
験
で
き
を
い
こ
の
体

験
学
習
に
す
っ
か
り
満
足
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
全
員
が
都
会
で

も
栽
培
で
き
る
「
稲
の
缶
詰
」
を

も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で

し
た
。
き
っ
と
来
年
の
今
頃
に
は

り
っ
ば
に
実
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
も
ち
つ
き
大
会
、
各

種
手
づ
く
り
教
室
も
お
こ
そ
わ
れ

多
く
の
人
が
参
加
、
実
際
に
作
っ

て
食
べ
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し

た
。二
日
目
は
、
昨
日
の
寒
い
曇
り

空
か
ら
一
転
し
て
秋
晴
れ
の
青
空

が
広
が
り
大
勢
の
人
で
賑
い
ま
し

た
。
郷
土
色
豊
か
に
工
夫
を
こ
ら

し
て
飾
り
つ
け
ら
れ
た
各
市
町
村

の
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ン
ト

は
ど
こ
も
黒
山
の
人
だ
か
り
。
郷

土
の
特
産
品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
来
場
者
の
を

か
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
特
産

品
を
味
見
し
て
は
両
手
に
持
ち
き

れ
な
い
ほ
ど
買
い
こ
ん
で
帰
る
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
農
協
・
役
場
職

員
十
七
名
が
代
表
と
し
て
参
加
し
、

高
原
だ
い
こ
ん
、
白
ネ
ギ
、
ホ
ウ

レ
ン
草
、
み
そ
、
漬
物
、
ボ
ン
米
、

焼
米
を
ど
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

野
菜
の
新
鮮
さ
は
多
く
の
来
場
者
を

引
き
寄
せ
、
ボ
ン
米
は
昔
な
つ
か

し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
想
い
お
こ

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
、
本
町
出
身
者
で

東
京
及
び
東
京
近
郊
で
暮
し
て
い

る
方
々
を
事
前
に
町
民
の
み
な
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
招
待

す
る
「
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
ま
し
た
。
六
十
名
の
方
が
来

場
さ
れ
、
お
国
耽
り
で
談
笑
、
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
郷
土
芸
能
の
上
演
中

止
等
「
華
や
か
さ
」
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
素
朴
を
な
か
に
も

「
ま
ち
」
と
「
む
ら
」
の
真
の
交

流
が
出
来
た
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

町
長
日
誌

＊
1
0
　
月

1
日
冊
　
日
野
郡
職
員
球
技
大
会

（
日
野
町
）

3
日
㈲
　
西
部
広
域
正
副
管
理
者

会
（
米
子
市
）

4
日
㈹
　
主
要
地
方
道
江
府
中
和

用
瀬
線
辰
己
峠
地
区
工

事
開
通
式

5
日
0
0
　
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大

会
打
合
せ
会

6
日
㈱
　
県
境
開
発
促
進
協
議
会

委
員
会
（
鳥
取
市
）
、

西
部
町
村
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
溝
口
町
）

7
日
働
　
中
南
米
教
育
視
察
団
来

町
、
県
町
村
会
来
庁
、

山
陰
中
央
新
報
社
来
庁

8
日
㈹
　
洲
河
崎
山
村
広
場
起
工

式
、
第
2
4
回
郷
土
民
俗

芸
能
大
会
（
東
郷
町
）

9
日
㈲
　
西
部
地
区
少
年
剣
道
錬

成
大
会

1
0
日
㈲
　
江
府
町
庭
球
大
会

1
1
日
㈹
　
西
部
広
域
正
副
管
理
者

会
（
米
子
市
）
、
西
部

町
村
会
（
米
子
市
）
、

町
内
弔
問

1
2
日
㈱
　
西
部
福
祉
事
務
所
所
長

来
庁
、
県
耕
地
課
長
来

庁
、
江
尾
小
学
校
佐
々

木
教
諭
（
海
外
派
遣
）

唾
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第220号

天
神
ば
や
し
太
鼓
保
存
会

本
家
と
分
家
が
競
演
交
流

で
賑
わ
い
、
響
き
わ
た
る
太
鼓
の

音
に
し
ば
し
足
を
止
め
て
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

江　　府　　町　　敵－昭和63年11月30日発行

十
一
月
六
日
、
秋
晴
れ
の
青
空

に
紅
葉
が
映
え
る
奥
大
山
に
、
勇

壮
な
太
鼓
の
音
が
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。これ
は
、
去
る
六
十
年
に
「
伯

者
天
神
ば
や
し
」
と
し
て
、
茨
城

県
常
陸
大
田
市
天
神
林
町
よ
り
分

家
の
承
認
を
う
け
た
同
保
存
会
（

会
長
・
井
上
町
長
　
会
員
二
十
四

名
）
と
本
家
天
神
ば
や
し
保
存
会

（
清
水
誠
会
長
　
会
員
七
百
名
）

と
の
共
演
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
本
家
の
天
神
ば
や
し
を
ぜ
ひ

江
府
町
で
」
と
招
か
れ
た
も
の
で
、

本
家
天
神
ば
や
し
一
行
十
二
名
は

五
日
夕
方
に
来
町
し
、
早
速
本
場

の
天
神
ば
や
し
を
披
露
、
ま
た
本

町
保
存
会
も
日
頃
の
練
習
成
果
を

聞
い
て
も
ら
い
、
「
短
期
間
の
う
ち

に
よ
く
上
達
し
た
も
の
だ
」
と
、

本
家
も
満
足
気
で
し
た
。

当
日
は
、
紅
葉
狩
り
の
行
楽
客

でとう

ござい
緑白綬有功章
（農事功労者）受章

梅田文二も（ド蚊刷

［竺

「高冷地野菜として夏大根を導入、土づ

く　り、栽培技術の向上等に努め、規模拡大

を図り、経営の柱として夏大根を位置づけ

また、導入以来中心となって、栽培面積の

拡大、技術の続一一を図り、共販体制を確立、

町内四生産組合をまとめて、南大山夏大根

生産組合連絡協議会を設立し、より強力を

組織のもとで産地化を図り京阪神市場屈指

の夏大根産地を育成した」功績により受章

されたものです。

教育行政功労者表彰

井上健治町長
鳥取県教育委員会40周年記念式典におい

て、昭和32年10月から2期4年8か月にわ

たり任命制の手刀代教育委員を務め、教育委

員会創設期の基盤づくりに尽力した功によ

り、教育行政功労者として表彰されたもの

です。

元
気
に

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

十
月
二
十
七
日
、
健
康
増
進
と

お
互
い
の
親
睦
を
は
か
ろ
う
と
、

第
十
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
明
徳
学
園
学
生
自
治
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
約
四
〇
〇
名
が

参
加
、
四
地
区
七
チ
ー
ム
に
わ
か

れ
て
ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
、
玉
入
れ

競
争
を
ど
七
種
目
を
和
気
あ
い
あ

い
楽
し
み
ま
し
た
。

厳
粛
に
町
慰
霊
祭

十
一
月
十
一
日
、
江
府
町
戦
没

者
並
び
に
殉
職
者
慰
霊
祭
が
土
井

之
内
会
館
で
、
神
式
に
よ
り
行
を

わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
、
来
賓
ら
二
〇

〇
余
名
が
参
列
、
尊
い
犠
牲
者
の

め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。
遺
族
を

代
表
し
て
町
遺
族
会
足
立
正
男
副

会
長
が
「
多
く
の
戦
没
、
殉
職
諸

英
霊
の
安
ら
か
な
ご
め
い
福
を
祈

る
た
め
に
も
、
遺
族
一
同
力
を
合

せ
て
お
互
い
の
幸
せ
と
町
の
発
展

の
た
め
微
力
を
尺
、
し
て
ま
い
り
ま

す
］
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
歌
や
踊
り
の
演

芸
で
遺
族
の
慰
安
を
行
い
ま
し
た
。

13
日
㈱

1
4
日
励

1
5
日
皿

1
7
日
㈲

18
日
㈹

20
日
㈲

2
1
日
働

2
2
日
用

2
3
日
㈲

2
6
日
㈹

2
7
日
㈱

2
8
日
働

3
1
日
㈲

来
庁
、
第
一
共
同
簡
易

水
道
組
合
総
会

県
町
村
会
定
期
総
会
、

退
職
手
当
組
合
議
会
、

消
防
災
害
補
償
組
合
議

会
、
自
治
同
志
会
総
会

町
内
弔
問

町
職
員
互
助
会

在
勤
、
大
山
山
麓
開
拓

事
務
所
長
来
庁

過
疎
地
域
振
興
立
法
措

置
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
陳

情
会
（
東
京
）

在
勤
西
部
町
村
会
（
米
子
市
）
、

第
3
0
回
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
民
俗
芸
能
大
会
（
出

雲
市
）
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
根
雨
高
校
第
二
グ

ラ
ン
ド
開
き
（
日
野
町
）

文
化
講
演
会

入
札
、
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
役
員
来
庁

日
本
道
路
公
団
助
沢
工

区
祈
願
祭
、
西
部
議
員

研
修
（
三
朝
町
）

昭
和
6
4
年
度
土
木
所
管

事
業
陳
情
会
（
日
野
町
）

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
町
立
体
育
館
）

第
五
回
ま
ち
と
む
ら
の

交
流
大
会
（
東
京
）
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第220号一・ 江　　府　　町　　報

積立基金 町税の調定と収入

昭和63年11月30日発行－（4）

昭和63年4月1日から昭和63年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを園表に表わしました。

（単位千。，公債費及び一報入金現在高莞監禁，

区　 分 種　 目 数　 量

行政 財産 土　 地 9 4 ．2 7 0d

ケ 建　 物 1 4 ．8 2 5が

公 共財 産 土　 地 1．1 88 ．82 7 が

○ 建　 物 1 9 ，崩 4汀f

普通 財産 土　 地 3，9 0 9 ，9 65 IJ

◆ その 他 5．4 02 千 円

基　 金　 名 現 在高

財　 詞　 基　 金 186，189

公 有 林 野 基 金 147 ．203

土 地 開 発 基 金 10 ，00 0

運動公園運営基金 50 ．00 0

集 落 経 営 基 金 459．・313

肉用牛導畑 堪 金 7．剥 9

合　　 計 郎 0 ．514

一般会計財政状況

一⑳

税　 目 調定額 収 入額 徴収 率

町　 民　 税 10 1，12 8 5 9．駕6 5 8．9

固定 資産税 1 ．16 0 ，0 2 6 5 9 1，19 1 5 1．0

軽 自動車税 6 ．72 0 6 ．62 3 9 8．6

たばこ湖 縦 9．7 40 9．74 0 10 0．0

電　 気　 税 5 ，鋸5 5，9 4 5 1 00 ．0

木 材取 引税 －

特 別保 有税 36 0 36 0 10 0 ．0

合　 計 1 ．祖 3 ，9 1 9 67 3 ，堪5 5 2．5

区　 分 金　 額 区　 分 金　 額

一 般　 公 共 4，73 1 過 疎 対 策 1．202，077

一 般 単 独 36 ．070 地 域 改 善 171，訂6

公営住宅建設 70．064 臨時財政特例 11 ，415

義 務 教 育 79．159 調　　　 整 9．788

辺 地 対 策 財 源 対 策 ．37 ．372

公 共　 用 地 7．180 県 貸 付 金 20 ．309

災 害 復 旧 29 ．961 そ　 の　 他 473－136

一 般 廃 棄 19，閃5

厚 生 福 祉 254 ．弘7

転　 貸　 櫓 20．339 合　　　 計 2，朋6，459

一時 借 入金 －
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昭和63年11月30日発行－第220号

わ
だ
い

神
話
の
国
で
民
俗
芸
能
の
競
演
〃

第
3
0
回
申
・
四
国
民
俗
芸
能
大
会

臣事丁田府江

第
三
十
回
中
国
・
四
国
民
俗
芸

能
大
会
が
、
十
月
二
十
二
日
、
神

話
の
ふ
る
さ
と
出
雲
市
の
出
雲
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
図
・
四
国
民
俗
芸
能
大
会

は
、
文
化
庁
の
移
動
芸
術
祭
参
加

行
事
と
し
て
毎
年
一
回
中
国
・
四
国

管
内
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
三
十

回
を
数
え
ま
す
。

中
国
・
四
国
の
各
県
に
古
く
か

ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
優
れ
た
民
俗

芸
能
を
一
堂
に
集
め
、
広
く
紹
介

し
、
そ
の
保
護
と
活
用
の
気
風
を

譲
成
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
中
国
・
四
国
各
県
よ
り
十

団
体
が
参
加
し
、
鳥
取
県
か
ら
は

江
府
町
の
「
江
尾
の
こ
だ
い
ぢ
踊
」

が
出
演
し
ま
し
た
。

「
江
尾
の
こ
だ
い
ぢ
踊
」
は
鳥

取
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
出
演
し
た
二
十
一
人
の

皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
踊
り
を
れ

た
し
ぐ
さ
の
中
に
五
百
年
の
伝
統

芸
を
熱
演
。
哀
調
を
帯
び
た
踊
り

に
、
出
雲
市
民
会
館
の
約
八
百
人

の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
回
出

演
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
。

音
頭
　
清
水
　
　
久
㌔
（
吉
原
）

〃太
鼓

〃クケ踊
り

ククククク
ー

クククククククケ〃

生
田
　
　
正
が
（
久
遠
）

妹
尾
　
　
和
㌦
（
西
成
）

藤
岡
　
昭
人
㌦
（
貝
田
）

沢
口
　
　
勉
㍉
（
助
沢
）

仲
嶋
　
勝
利
㍉
（
本
五
）

上
原
三
紀
子
㌔
（
本
一
）

堀
田
　
典
子
㌔
（
本
一
）

道
下
　
里
美
㌔
（
本
一
）

永
岡
　
雅
子
㌦
（
本
こ

権
田
　
靖
子
㍉
（
本
五
）

安
藤
　
秀
子
㍉
（
佐
川
）

宮
本
　
師
子
㌔
（
尾
上
原
）

森
田
　
鈴
悪
㌔
（
貝
田
）

岡
田
利
栄
子
㍉
（
貝
田
）

森
田
　
里
美
㍉
（
貝
田
）

森
田
美
代
子
㌔
　
（
貝
田
）

森
田
美
挙
悪
㌔
（
貝
田
）

森
田
み
の
り
㌔
（
貝
田
）

細
田
　
英
枝
が
（
本
こ

入
江
　
恭
子
㍉
（
新
一
）

昭
和
六
十
三
年
度

第
一
回
ジ
ゲ
お
こ
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

西
尾
鳥
取
県
知
事
が

下
蚊
屋
荒
神
神
楽
保
存
会
を
激
励

十
一
月
九
日
、
本
年
度
と
し
て

は
初
め
て
の
　
「
ジ
ゲ
お
こ
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
が
来
町
、
下
蚊
屋
荒

神
神
楽
保
存
会
（
大
岩
勝
実
会
長
）

が
そ
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
昨
年
か
ら
県
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
県
下
各
地
で

積
極
的
に
ジ
ゲ
お
こ
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
を
訪
ね
て
激
励
し
、

そ
の
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も

彗
県
民
一
般
の
ジ
ゲ
お
こ
し
の

気
運
を
高
め
よ
う
と
、
毎
年
行
を

わ
れ
て
い
ま
す
。

西
尾
邑
次
知
事
を
隊
長
と
し
た

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
一
行
は
、
秋

晴
れ
の
陽
差
し
の
を
か
、
井
上
町

長
以
下
町
職
員
、
下
蚊
屋
部
落

役
員
、
保
存
会
会
員
の
待
ち
う
け

る
下
蚊
屋
山
口
神
社
に
到
着
。
同

神
社
境
内
に
あ
る
神
楽
殿
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

部
落
を
代
表
し
て
梅
田
文
二
副

区
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
つ
づ

い
て
保
存
会
を
代
表
し
て
、
小
椋

康
宣
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
、
保
存

会
会
員
の
紹
介
を
す
る
と
と
も
に

最
近
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
約
三
十
分
に
わ
た

っ
て
八
重
垣
能
「
大
蛇
退
治
の
場
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

西
尾
知
事
は
「
特
産
物
を
つ
く

る
だ
け
で
を
く
、
内
に
秘
め
た
力

を
つ
く
し
て
何
か
を
や
ろ
う
。
そ

れ
が
一
声
運
動
で
あ
れ
、
古
く
か

ら
の
伝
統
芸
術
の
伝
承
で
あ
れ
、

物
と
金
の
充
実
し
た
現
代
に
お
い

て
心
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
ジ
ゲ

お
こ
し
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
を
代

々
伝
え
て
、
潤
い
の
あ
る
村
づ
く

り
を
し
て
下
さ
い
止
と
神
楽
の
舞

の
お
礼
を
述
べ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
訪
問
記
念
と
し
て
楯
が
保
存
会

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

保
存
会
会
員
と
懇
談
、
昼
食
後

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
次
の
訪
問
地
名

和
町
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
訪

問
は
、
「
伝
統
あ
る
荒
神
神
楽
を

継
承
保
存
し
て
い
く
た
め
、
神
楽

舞
の
練
習
を
重
ね
、
各
種
の
行
事

等
で
成
果
を
披
露
し
て
、
ジ
ゲ
文

化
の
普
及
に
努
め
て
い
る
」
と
、

保
存
会
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
、
今
後
一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

Soumu
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
卿

・
民
芸
品
等
工
芸
施
設

地
場
産
業
の
育
成
も
チ
ロ
ル
の

里
づ
く
り
の
大
き
を
柱
に
そ
っ
て

い
ま
す
が
、
か
っ
て
奥
大
山
で
栄

え
た
木
地
師
の
里
を
現
代
に
挺
ら

せ
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
木
工
ロ
ク

ロ
を
備
え
た
施
設
（
写
真
）
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

奥
大
山
の
風
雪
に
耐
え
年
輪
を

重
ね
て
き
た
古
木
が
工
芸
特
産
品

と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
び
る
の
も

も
う
間
も
な
く
で
す
。

※
場
所
　
江
府
町
大
字
久
連
（
白

住
地
区
）

町　　報

§
l
T
．

1
－
1
1
－
1
旨
Y
n
U
．
n
U
、
n

（
u私
は
夫
の
扶
養
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
夫
が

江　　府

金年
　

ん

民国
－

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。
手
続
き

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

A
会
社
に
勤
め
て
い
た
人
が
、

2
0
～
6

0
歳
前
に
退
職
し
た
と

き
は
、
個
人
で
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
2
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
加
入
者
）

か
ら
第
l
号
被
保
険
者
（
国
民
年

金
加
入
者
）
と
な
る
わ
け
で
す
か

ら
、
保
険
料
も
ご
自
身
で
納
め
て

下
さ
い
。

ま
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

も
ご
主
人
が
退
職
す
る
と
第
3
号

選
挙
一
口
メ
モ

ー
㈲
第
三
者
の
選
挙
運
動
－

選
挙
運
動
に
は
厳
し
い
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

一
般
の
第
三
者
は
選
挙
運
動
と
い

う
と
何
で
も
選
挙
違
反
に
在
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、
第
三
者
で
も
で
き
る

運
動
に
つ
い
て
、
二
⊥
二
例
を
掲

げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
選
挙
運
動
と
し
て
の
戸
別
訪

問
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
街

頭
で
行
き
合
っ
た
人
、
バ
ス
や

列
車
の
中
で
出
会
っ
た
人
な
ど

に
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
い

わ
ゆ
る
「
個
々
面
接
」
で
あ
り

差
し
支
え
を
い
。

二
、
電
話
で
一
人
一
人
を
呼
び
出

し
て
行
う
選
挙
運
動
は
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
選
挙
と
関
係
の
を
い
町
内
会
、

同
窓
会
を
ど
の
会
合
に
出
て
、

自
分
の
支
持
す
る
候
補
者
の
た

め
に
協
力
を
依
頼
し
た
り
、
そ

の
た
め
に
演
説
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

そ
の
た
め
に
人
を
集
め
て
演
説

を
す
る
こ
と
は
で
き
を
い
。

四
、
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
者
や
政
治
的
行
為
が
制
限
さ

れ
て
い
る
公
務
員
は
注
意
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
）
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
と

を
り
、
6
0
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年

金
に
加
入
し
を
け
れ
ば
を
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
市
区
町
村
役
場

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

昭
和
6
3
年
度

日
野
郡
ブ
ロ
ッ
ク
明
る
い
選
挙

推
進
指
導
者
研
修
会
を
開
催

日
野
郡
四
町
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
共

催
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
、
十
一
月
八
日
、
本
町
土

井
之
内
会
館
に
お
い
て
開
催
、
各

町
か
ら
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
を

ど
約
百
名
が
出
席
、
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
む
け
て
、
熱
心
に
研
究
、

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

Soumu
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Soumu
四角形
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を

昭和63年11月30日発行－報町府江

十
一
月
十
三
日
、
土
井
之
内
会

館
で
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
、
帝
京
大
学
医
学
部
教

授
道
場
信
孝
先
生
を
お
迎
え
し
、

〝
心
臓
発
作
を
防
ぐ
″
　
と
い
う
テ

ー
マ
で
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

『
江
府
町
は
、
人
口
の
減
少
、
老

齢
化
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
健

康
状
態
は
大
き
を
問
題
は
を
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

死
亡
の
原
因
は
、
脳
卒
中
死
亡

が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
悪
性
新
生
物
の
死
亡

が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

江
府
町
の
健
診
の
受
診
率
を
見

る
と
、
一
般
健
診
・
結
柁
検
診
の

受
診
は
高
く
、
が
ん
検
診
（
胃
・
子

宮
）
　
の
受
診
率
は
あ
ま
り
よ
く
な

い
よ
う
で
す
。
悪
性
新
生
物
の
死

亡
が
増
え
て
い
る
だ
け
に
健
診
を

も
っ
と
多
く
の
方
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
に
在
っ
て
き
ま
す
。

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
生
き
が
い

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
で
は
、

「
健
康
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

健
康
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
定
義

が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
一
の
長
寿

国
に
な
っ
た
今
、
病
気
で
を
い
人

は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
肉
体
的
欠
陥
が
あ
っ
て
も

そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
環
境
に
上

手
に
適
合
し
て
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
し
て
い
れ
ば
健
康
で
あ

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
年
と
っ
て
か
ら
肉
体
的

欠
陥
が
で
て
く
る
の
は
、
生
活
習

慣
の
悪
さ
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

心
臓
の
病
気
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
も
の
、

血
管
の
老
化
に
よ
る
も
の
、
を
ど

が
大
き
な
問
題
に
在
っ
て
き
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
や
は
り
生
活
習
慣
の

悪
さ
に
あ
り
、
生
活
を
正
せ
ば
予

防
で
き
ま
す
。

心
臓
の
病
気
に
よ
る
死
亡
は
、
欧

米
諸
国
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
こ

れ
か
ら
四
十
歳
以
下
の
人
た
ち
が

六
十
歳
以
上
に
な
っ
た
時
に
増
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
、
す
ぐ
お
こ
る
の

で
は
を
く
、
①
動
脈
硬
化
を
進
め

る
期
間
（
〇
歳
～
四
十
歳
頃
）
②

動
脈
硬
化
を
完
成
す
る
期
間
（
四

十
歳
～
五
十
歳
代
）
③
心
臓
病
を

発
症
す
る
期
間
（
六
十
歳
代
）
と

段
階
を
緯
て
か
こ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
す
す
め
る
要
因
と
し

て
は
、
遺
伝
・
環
境
・
ス
ト
レ
ス

食
事
・
し
好
品
（
た
ば
こ
な
ど
）

な
ど
が
あ
り
、
高
血
圧
∴
高
脂
血

症
も
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

ま
と
め
る
と
、
脳
卒
中
・
心

臓
疾
患
な
ど
の
現
在
の
死
因
の
大

部
分
を
し
め
て
い
る
も
の
は
、
動

脈
硬
化
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
動
脈
硬
化
は
、
日
常
生

活
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
予
防

で
き
ま
す
。

今
の
病
気
は
、
医
者
の
治
せ
る
も

の
が
少
を
く
、
自
分
が
治
す
た
め
に

ど
の
よ
う
に
毎
日
の
生
活
を
送
っ

た
ら
よ
い
か
、
医
者
か
ら
の
情
報

に
基
づ
い
て
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
起

最
後
ま
で
、
日
常
生
活
習
慣
の

大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
自
分
の
生
活
を
省
り

み
て
改
善
す
べ
き
習
慣
は
な
お
し

ま
し
ょ
う
。

江
府
町
版
二
九
八
九
年
版
）

県
民
手
帳
の
購
入
は
お
早
め
に

江
府
町
版
県
民
手
帳
の
残
り
部

数
が
わ
ず
か
と
怒
り
ま
し
た
。

今
年
は
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
、
大

き
く
薄
く
な
っ
て
使
い
や
す
い
日

記
式
手
帳
に
変
身
。

購
入
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
求
め
下
さ
い
。

○
購
入
場
所

○
購
入
方
法

○
価
　
　
格

役
場
総
務
課

現
金
と
引
背
え

一
部
　
三
〇
〇
円・㈱東京法規出版発行ミ健康なるほどクイズさより
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人の動き

10月届け

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

美
用
景
山
茂
6
9
歳
キ
ク
エ
宅

本
四
芦
立
豊
一
8
9
歳
事
明
宅

日
の
詰
中
尾
ふ
く
よ
8
5
歳
唯
秋
宅

本
一
沢
山
豊
子
7

4
歳
豊
子
宅

下
蚊
屋
小
椋
ひ
さ
よ
8
0
歳
隆
治
宅

新
一
山
形
万
代
8
1
歳
好
枝
宅

報町府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
一
小
倉
一
姫
　
貞
道
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す
。

ありがとう
［

10月中寄託分

藤
原
　
雅
和

植
田
真
由
美

長
尾
　
　
徹

木
村
　
陽
子

加
藤
　
正
久

大
田
　
裕
美

遠
藤
　
光
夫

宇
田
川
恵
理

日
下
　
　
学

内
田
　
文
子

加
藤
三
紀
夫

久
古
　
幸
子

））））））

第220号

摘
㌍
錮
錮
）

末
次
　
憲
司

上
原
美
智
代

俣
野
岡
山
県
真
庭
郡
か
ら

武
庫
兵
庫
県
三
木
市
か
ら

名
古
屋
市
千
種
区

吉
原
か
ら

米
子
市

武
庫
か
ら

小
江
尾

境
港
市
か
ら

佐
川
日
野
郡
日
野
町
か
ら

小
江
尾

米
子
市
か
ら

宮
市
大
阪
市
大
正
区
か
ら

■
香
典
返
し
と
し
て

美
　
用
　
景
山
　
富
夫
　
殿

（
父
茂
様
ご
逝
去
）

新
一
山
形
　
好
枝
　
殿

（
義
母
万
代
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

洲
河
崎
　
影
山
　
久
志
　
殿

（
二
男
拓
郎
様
退
院
）

新
　
道
　
宇
田
川
　
勉
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
山
内
　
邦
男
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
坂
口
　
千
秋
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
岡
　
　
伐
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
　
原
　
川
上
　
賢
佑
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

深
山
口
　
松
原
　
芳
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
　
忠
良
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
永
岡
み
ず
ほ
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
大
塚
　
忠
行
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
住
田
　
孝
昭
　
殿

（
長
男
雄
一
郎
様
退
院
）

洲
河
崎
　
三
好
三
枝
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
小
澤
　
勝
稔
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
仲
嶋
　
黄
道
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

□
特
　
別
　
寄
　
付

山
陰
中
央
新
報
社

社
長
　
又
賀
　
清
一
殿

以
上

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

l
、
九
月
末
累
計
額

一
、
六
〇
四
、
六
六
五
円

2
、
十
月
中
寄
託
額

二
九
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
　
二
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
二
一
〇
、
〇
〇
〇
円

特
別
寄
付
　
　
五
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
　
　
を
　
し

4
、
十
月
末
累
計
額

一
、
八
九
四
、
六
六
五
円

国
儀
健
康
ク
イ

轡
緊
急
藍

ば
ぬ
先
の
ツ
エ
」
と
し
て
、
が
ん

年
齢
に
な
れ
ば
、
最
低
年
1
回
は

必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
男
性
の
場
合
、
4
0
歳
を
境
に
、

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、

大
腸
が
ん
（
直
腸
が
ん
、
結
腸
が

ん
）
を
ど
、
3
0
歳
代
に
比
べ
て
3

倍
以
上
の
伸
び
率
で
ふ
え
て
き
ま

す
。
こ
ん
な
統
計
か
ら
も
、
男
性

の
が
ん
年
齢
は
4
0
歳
か
ら
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

★
女
性
の
場
合
は
、
最
近
、
子
宮

が
ん
と
乳
が
ん
が
3
0
歳
か
ら
急
激

に
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
が

ん
年
齢
は
3
0
歳
か
ら
と
い
え
ま
す
。

★
ご
存
知
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

の
が
ん
は
初
期
に
は
症
状
が
あ
ら

わ
れ
に
く
く
、
気
づ
い
た
と
き
に

は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に

は
、
残
念
を
が
ら
今
の
と
こ
ろ
健

康
診
断
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
転

★
人
口
1
0
0

0
人
当
た
り
の

傷
病
件
数
を
示

す
の
が
「
有
病

率
」
で
す
。
こ

の
有
病
率
が
、

人口 1

・女　 J・一・

5
0
　
　
0
0
　
　
5
0
　
　
0

有
病
率
（
人
口
1
0
0
0
対
）

図
の
よ
う
に
年

々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
有
病
率
が

高
く
を
っ
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
、
胃
・
十
二
指
腸

潰
瘍
を
ど
の
慢
性
疾
患
が
増
え
て

い
る
た
め
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
「
身
は
病
の
入
れ
物
」
と
い
わ
れ

ま
す
。
自
分
で
は
若
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
体
力
は
衰

え
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
健
康
診
断
で
健
康
生
活
を
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
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